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た
。市

で
は
平
成
19
年
度
以
降

18
％
を
超
え
る
可
能
性
が
明
ら

か
に
な
り
、「
実
質
公
債
費
比
率
」

が
18
％
を
超
え
る
事
態
を
避
け

る
た
め
、
10
の
基
金
を
廃
止
し
、

長
期
債
務
の
繰
上
償
還
の
財
源

と
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

委
員
の
中
か
ら
は
、
基
金
の
廃

止
は
い
た
し
か
た
な
い
が
、
多

く
の
基
金
を
廃
止
し
て
取
り
崩

す
こ
と
へ
の
不
安
、
市
の
財
政

状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
要

因
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ

た
。
し
か
し
、
将
来
は
税
源
移

譲
が
想
定
さ
れ
、
税
収
増
も
見

込
め
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
も
、

今
後
の
事
業
に
は
影
響
が
な
い

と
の
説
明
を
受
け
、
全
員
賛
成

可
決
し
た
。

議
員
提
出
議
案
は
、
現
議
員

の
任
期
中
の
議
員
報
酬
を
平
成

19
年
１
月
１
日
か
ら
４
月
29
日

ま
で
、
３
％
減
額
す
る
も
の
。

11
月
15
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正
議

案
４
件
、
補
正
予
算
１
件
、
市

町
村
合
併
関
連
議
案
３
件
と
議

員
提
出
議
案
の
審
査
を
行
っ
た
。

主
な
議
案
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

筑
後
市
人
材
育
成
基
金
条
例

等
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
が
平
成
18
年

度
か
ら
、
新
し
い
財
政
指
標
と

な
る
「
実
質
公
債
費
比
率
」
を

導
入
。
実
質
公
債
費
の
割
合
が

18
％
を
超
え
た
自
治
体
は
、
今

後
の
財
政
運
営
の
方
針
を
定
め

た
「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」

を
立
て
る
義
務
付
け
が
な
さ
れ

議
会
で
「
実
質
公
債
費
比
率
」

対
策
と
し
て
、
基
金
を
取
り
崩

し
た
い
旨
の
説
明
を
受
け
、
基

金
の
取
り
崩
し
は
財
政
に
影
響

は
な
い
が
、
交
付
税
の
減
少
等
、

市
の
財
政
は
悪
化
し
て
お
り
、

議
員
も
痛
み
を
分
か
ち
合
う
べ

き
で
あ
る
と
の
提
案
理
由
で
あ

り
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正
３

件
、
補
正
予
算
７
件
、
他
２
件

を
審
査
し
、
全
議
案
を
可
決
し

た
。筑

後
市
保
育
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
平

成
19
年
度
で
「
桜
保
育
所
」
を

廃
止
し
、
次
年
度
よ
り
学
校
法

人
九
州
大
谷
学
園
へ
経
営
委
譲

す
る
も
の
。

委
員
か
ら
は
、
契
約
破
棄
な

ど
の
場
合
に
は
ど
う
す
る
の
か
、

信
頼
性
は
ど
う
か
な
ど
、
質
問

が
出
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
市

内
の
法
人
に
募
集
を
限
定
し
た

こ
と
や
指
摘
の
点
は
弁
護
士
な

ど
専
門
家
の
意
見
も
聴
き
契
約

書
に
盛
り
込
み
た
い
、
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

筑
後
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
紅

葉
園
の
設
置
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
も
、
今
年
度
で
同
施
設

「
紅
葉
園
」
を
廃
止
し
、
来
年
度

か
ら
社
会
福
祉
法
人
桜
園
へ
経

営
委
譲
す
る
も
の
。
臨
時
や
パ

ー
ト
等
の
非
正
規
職
員
で
引
き

続
き
雇
用
を
希
望
す
る
者
は
、

委
譲
先
に
て
継
続
す
る
旨
、
説

明
が
な
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
で
は
「
子
育

て
支
援
拠
点
施
設
整
備
」
予
定

地
を
「
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
」
の

周
辺
に
決
定
し
た
経
緯
に
つ
い

て
、
質
問
が
出
さ
れ
た
。

担
当
部
課
か
ら
は
、
財
政
面

や
利
用
者
の
要
望
等
も
考
慮
し
、

既
存
施
設
の
増
設
も
含
め
可
能

な
限
り
の
場
所
選
定
を
行
っ
た

上
で
、
同
予
定
地
に
決
定
し
た

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

病
院
事
業
会
計
と
水
道
事
業

11
月
13
日
に
招
集
さ
れ
た
第

24
回
臨
時
議
会
で
は
、
17
年
度

決
算
認
定
の
ほ
か
専
決
処
分
１

件
を
承
認
し
ま
し
た
。

◆
平
成
17
年
度
筑
後
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

﹇
賛
成
多
数

認
定
﹈

決
算
特
別
委
員
会
付
託
前
の

本
会
議
で
は
、
自
主
財
源
比
率

は
伸
び
て
い
る
が
、
単
純
に
評

価
し
て
よ
い
の
か
と
の
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
執
行
部
か
ら
は
、
法
人
市
民

税
は
増
え
て
い
る
が
、
個
人
市

民
税
は
減
っ
て
い
る
実
態
が
報

告
さ
れ
、
ま
た
、
自
主
財
源
が

増
え
れ
ば
、
依
存
財
源
で
あ
る

交
付
税
が
減
額
さ
れ
、
財
源
的

に
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
の

認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
平
成
18
年
度
筑
後
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
及
び
平

成
18
年
度
筑
後
市
介
護
保
険
特

別
会
計
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

（
第
２
号
））﹇

全
員
賛
成

承
認
﹈

台
風
13
号
に
よ
る
公
共
施
設

の
災
害
復
旧
な
ら
び
に
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
で
す
。
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社会福祉法人桜園に経営委譲される紅葉園




